
  

 １  研究の構想 

□ 時津町立時津小学校 □ 

校訓「強く 正しく 美しく」の具現化を図ることを通して、生きる

力を身につけた児童を育成する。 

学校教育目標 

確かな学力を身につけ、生き生きと学び合う時津っ子の育成 

研究主題 

～45分で力をつける算数科学習～ 

 

 

目指す子ども像 

○算数科の楽しさを実感し、進んで学力を身につけた子ども 

○学び合うことのよさに気づき、進んで自分の考えを表現したり友達の考えを聞いたりする子ども 

 「45分で力をつける授業モデル」を構築し、身につけた力を確かめる時間を確保する

ことで、算数の楽しさを実感し、確かな学力を身につけることができるであろう。 

 また、児童同士の学び合いの場を意図的に組み込むことで、そのよさを実感し、進ん

で自分の考えを表現したり、友達の考えを聞いたりすることができるであろう。 

研究仮説 

【三つの大切】 と…ともだちを大切にします ぎ…ぎもんを大切にします つ…つみかさねを大切にします 

「45分で力をつける算数科」の授業づくり 
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・取組の検討 

・年間計画および準備 

 

・取組の検討 

・ＨＰによる周知 

 

・学習集会の実施 

・ノートコンテスト 等 

 

・校内掲示計画、作成 

・算数コーナーの設置 等 

スキルタイムの充実 

家庭学習の充実 

学習委員会の設置 

学習環境の整備 

 
・ＮＲＴ学力調査等の結果分析 
・学習に関する意識調査  等 児童の実態 

研究内容 



 

 【仮説①】 

「45分で力をつける授業モデル」を構築し、身につ

けた力を確かめる時間を確保することで、算数の楽し

さを実感し、確かな学力を身につけることができるで

あろう。 

 

 【仮説②】 

児童同士の学び合いの場を意

図的に組み込むことで、そのよさ

を実感し、進んで自分の考えを表

現したり、友達の考えを聞いたり

することができるであろう。 
② 身につけさせるべき
力の明確化 

（ゴールの見える化） 
 
・45 分で具体的にどのよう
な力をつけさせるのか教師
が明確に把握しておく。 

① 授業モデルの構築 
（学習過程の見える化） 
 
・それぞれの過程においてど
れくらい時間をかけてどの
ような活動を行うのかを明
確にする。 

③ Ｉ Ｃ Ｔ の活用 
（教材、思考の見える化） 
 
・児童に身につけさせたい力
をつけるために、ＩＣＴ活
用でいつ、何を、どのよう
に視覚的に捉えさせるかを
明確にしておく。 

④「確かめる時間」の確
保と充実 

（達成の見える化） 
 
・本時に身につけさせるべき
力の定着を図るとともに、
児童に「できた、わかった」
という成就感や達成感を味
わわせる。 

⑤ねらいを明確にした「学び
合いの場」の設定 

（思考の見える化） 
 
・「つながるタイム」（学び合いの
場）をどのようなねらいで設定
するのか明確にする。 

⑥言語活動の充実 
（思考の見える化） 
 
・「かく」「話す」「話し合う」等
の言語活動を積極的に取り入
れ、自分の考えを「見える化」
することで、学び合いの質を高
めていく。 

 ２  研究仮説 



  

 

 ３  45分の授業構想 

□ 研究の実際 □ 

授業モデルの構築 ①  身につけさせるべき力の 

明確化 

②  

ア 「めあて」の行動目標化 
 

 １時間（４５分）で何ができるように

なればよいのか、ゴールの姿をイメ

ージできるような「めあて」の設定。 

イ 「見通す」過程の充実 
 

 ・既習内容との関連 

 ・「答え」と「解法」両面の見通し 

【教材提示・発表ツールとしてのＩＣＴ活用のポイント】 

・アニメーション化（出す、消す、隠す、変形する 等） 

・拡大化 ・焦点化 ・繰り返し ・着色 ・書き込み 

 

ＩＣＴの活用 ③  

【ＩＣＴ活用の効果】 

① 学習に対する興味・関心を高める

ことができる。 

② 児童一人一人に課題を明確につ

かませることができる。 

③ わかりやすく説明したり、児童の

思考や理解を深めたりすること

ができる。 

④ 学習内容をまとめる際に、児童の

学力の定着を図ることができる。 



  

学 年 「とぎつぶやき」の内容 

（記載方法） 

低 学 年 ・学習の感想、できた時、わか

った時の気持ち 

（文章、記号、イラスト 等） 

中 学 年 ・できたこと、わかったこと、

まだよくわからなかったこと 

（文章、記号 等） 

高 学 年 ・1時間（45分）の変容、今後

の学習に向けて 等 

（文章） 

かく
•自分の考えを書き出す。

話す
•自分の考えを伝える。

話し合う
•お互いの考えを吟味する。

「確かめる時間」の確保と充実 

ア 類似問題の活用 
 

 ・身につけさせたい力の定着を図る。 

 ・「できた、わかった」という成就感、達

成感を味わわせる。 

イ 「とぎつぶやき」（吹き出し法） 
 

 ・「できた、わかった」、自己の変容を自覚

させる。 

 ・次時への学習意欲を高めさせる。 

「つながるタイム」の設定 

④  

⑤  

ア ねらいを明確にした 
学び合いの場の設定 

 

 各過程において、どのような意図で学び合

いの場を設定するのかを明確にする。 

イ 言語活動の充実 
 

 言語活動のプロセスを明確にすることで、

考えの「見える化」を図る。 

【言語活動の 3段階】 



  

 

① 学習意識の変化 

② 観点別に見た学力の向上 

③ 自力で学びを進める児童の育成 

④ ＩＣＴの有効活用 

 成 果 

 ４  学習を支える取組 

スキルタイムの充実 ②  ①  学習環境の整備 

 

□ 成果と課題 □ 

学習委員会の設置 

～子ども自身が学びを創る～ 

③  家庭学習の充実 ④  

既習内容の掲示 

算数コーナーの設置 

のびるチャレンジ 

学習集会「のびる時津っ子集会」 

 

① 表現力（説明力）のさらなる向上     ② 学び合いの場の一層の充実 

③ 学校の学習と連携した家庭学習のあり方 

 課 題 

児童作成ノートのＨＰへの掲載 等 

 

H27   H28 

※数値は全国比 

（全校） 


